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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　７月　４日（火）

司会　藤原　英佳　　　記録　小舘　和也

	阿　部
	スバベイ
	西　山
	沢　田
	岩　藤
	藤　原

（英）
	滝　田
	工　藤
	島　守
	荒木田

	欠勤
	欠勤
	公休
	深夜
	準夜
	○
	○
	公休
	産休
	○

	紫　波
	白　山
	柳　澤
	川　井
	木　村
	加　藤
	小　舘
	熊　野
	鶴ヶ崎
	村　越

	欠勤
	公休
	公休
	公休
	深夜
	○
	○
	○
	欠勤
	公休

	番　地
	久　保
	下　平
	小　嶋
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	○
	　○
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・カウンター側のパソコンが故障中（電源を入れても立ち上がらない）で破損伝票提出し修理依頼しています。

・閉鎖側レストラン壁の破損等、備品の破損を発見した際は速やかに報告するようにしてください。

・私用電話について～伝言は出来るが、取り継ぎは出来ませんので注意して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～主治医不在時に御家族から外出依頼があった場合は主治医以外の医師に許可を頂いて下さい。

・上久保　善郎様～7/5　11時　青山荘事前調査の面談予定です。

・伊藤　雄一様～7/6　15時　青山荘事前調査の面談予定です。

＜担当業務検討＞

○金銭管理・買い物　　担当　熊野真希子　加藤敦子

　・７月１日のカンファでの月末の決算報告（患者様、個人で集計し窓口提出）は必要なのかという検討行っています。

検討内容

現在は患者様の自己申告の後、スタッフがカルテに記載しているのみで、その後のケアに生かす事が出来ていない。全患者様の決算報告と現在の金額を、担当者が介入し、管理できているか確認を行って行く。管理できている患者様は現在の自己申告で行い、何ヶ月かの確認をしていきます。不明金等があり、介入の必要がある患者様は自己申告ではなく、毎月スタッフ介入にて行うよう進めて行く事としています。金銭管理担当スタッフが自己申告か、スタッフ介入か患者様を個々にチェックしリストアップしていき、後日報告とします。

　・買い物回数を週１回から週２･３回に変更して、一ヶ月経過しての意見交換・検討しています。

検討内容

以前（一週間分の買い物では１日の摂取量が判断できず、多量に摂取する）より補食の１日分の摂取量についての意識しながら購入される方がおり、買い物外出の回数を増やした効果が現れてきていると思われます。

元沢政治様～週１回から週２回へ変更していますが一回の買い物量の調節が出来ていません。本人の管理能力や理解力の程度を確認しながら買い物の回数を検討していきます。

＜服薬自己管理状況・改善案＞

・稲垣恵利子様、中野渡鉄男様、袴田隆裕様にチェック忘れが見られます。注意力の変化について観察･確認しながらチェックを忘れずに行うよう声掛けして行きましょう。

・担当の患者様で患者様分析等で管理能力の評価をして、服薬自己管理導入を検討していきましょう。

＜Dr.田名部ケースカンファ＞

・袴田　隆裕様～外泊訓練は問題なく、順調に行えているようですので、続けていきます。又、昨日より、個別にて疾病教室導入し、本人は意欲的で入院前の自身の状態についての振り返りもできている事伝えています。今後は疾病についての理解、服薬の必要性などを理解してもらい服薬自己管理も検討して行きます。

＜リハプロ検討会の報告＞

カンファでの意見を検討会にて報告し、検討しています。

· 水曜の趣味活動（各病棟）後も、木曜のプログラムの内容・必要物品の確認の為にアフターミーティングを行った方が良いのではないか？

回答　水曜の趣味活動（各病棟）の前の火曜日アフターミーティングにて確認してください。

· プログラムの内容が１つしかないと時間があまる事がある。例えば風船バレー等を行った後に、言葉遊び等（しりとり、連想ゲーム）を行ってはどうかとういう意見が出ています。

回答　八月分のプログラムは決裁がおりている為、九月分から１つでは時間が持たないと思われるプログラムには予備としてもう１つ入れます。九月までは今までのように臨機応変にスタッフ間で相談し、行って下さい。

· 患者様のプログラム選択傾向が実施場所で選択する場合が増えています。参加中の居眠りも目立ってきており適宜介入が必要ではないかと思われます。又、実施方法内容の検討、居眠りされている患者様への対処方法も確認していく必要があると思われます。

回答　場所はあくまで予定のため、人数により変更しても構いません。企画書にも書いてあります。又、９月分からは場所の記載は無くしますので、スタッフ間でプレミーティングで決めてください。

· プログラム中に皮膚科受診があると準備・説明をしている段階で退席し、診察が終わり次第数名ずつ戻ってくることにより、プログラムの内容、進め方が分からない患者様に再度説明をする事で進行に支障がでる事があります。支障がでないような進め方やプログラムの内容を検討する必要があると思われます。

回答　９月から途中参加でも行いやすい内容を検討します。

西グループからの意見

· ＡとＢが同じ内容のものを行うのはどうなのでしょうか

回答　プログラムが同じでも全く同じ事を行う必要はないので、Ａでは少し難易度を下げるなどして対応して下さい。

· 記録で、ＡとＢ患者様の入力間違いがある。入力する場所の間違いもある。

回答　プレでしっかりＡかＢか、体育館かホールか、確認してください。入力場所は上が西ホール、下が体育館です。

· ダイエット体操、ハンドテニス、デッサン、そろりと参ろうは、患者様がいつにもまして積極的で評判良かったです。

東からの意見

· プログラムについての説明が無いと困る。あっても実施要項をみてもわからない事がある。

回答　西ミーティングルームにあります。又、リハプロのフォルダ内に同じものを作成しておきます。わからないときは予定表の作成者に確認してください。


































